
徳 島 県 立 西 部 防 災 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 県 民 の 防 災 に 関 す る 意 識 の 啓 発 及 び 知 識 の 普 及 を 図 り 、 も っ て 本 県 の 災 害 時 の 円 滑 な 防 災 活 動 に 資 す る と と も に 、 近 隣 の 施 設 と 相 ま っ て 、 県 民 の 健 康

の 保 持 及 び 増 進 そ の 他 の 県 民 の 福 祉 の 向 上 に 寄 与 す る た め 、 徳 島 県 立 西 部 防 災 館 （ 以 下 「 西 部 防 災 館 」 と い う 。 ） を 美 馬 市 美 馬 町 に 設 置 す る 。

（ 業 務 ）

第 二 条 西 部 防 災 館 は 、 前 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 次 の 業 務 を 行 う 。

一 屋 内 運 動 施 設 そ の 他 の 施 設 を 利 用 に 供 す る こ と 。

二 防 災 に 関 す る 意 識 の 啓 発 及 び 知 識 の 普 及 を 行 う こ と 。

三 防 災 及 び 災 害 に 関 す る 資 料 の 展 示 を 行 う こ と 。

四 健 康 の 保 持 及 び 増 進 に 関 す る 意 識 の 啓 発 、 知 識 の 普 及 及 び 資 料 の 展 示 を 行 う こ と 。

五 そ の 他 西 部 防 災 館 の 設 置 の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 事 業 を 実 施 す る こ と 。

（ 指 定 管 理 者 に よ る 管 理 ）

第 三 条 知 事 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 四 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に よ り 、 法 人 そ の 他 の 団 体 で あ っ て 知 事 が 指 定 す る も の （ 以 下

「 指 定 管 理 者 」 と い う 。 ） に 西 部 防 災 館 の 管 理 を 行 わ せ る も の と す る 。

2 地 方 自 治 法 第 二 百 四 十 四 条 の 二 第 十 一 項 の 規 定 に よ り 、 知 事 が 前 項 に 規 定 す る 指 定 を 取 り 消 し 、 又 は 期 間 を 定 め て 管 理 の 業 務 の 全 部 若 し く は 一 部 の 停 止 を

命 じ た と き は 、 当 該 取 消 し 又 は 停 止 に よ り 指 定 管 理 者 が 行 わ な い こ と と な っ た 業 務 は 、 知 事 が 行 う も の と す る 。

第 五 号

徳 島 県 立 西 部 防 災 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 立 西 部 防 災 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 九 年 六 月 十 五 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 号 徳 島 県 立 西 部 防 災 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て
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（ 指 定 管 理 者 が 行 う 業 務 ）

第 四 条 指 定 管 理 者 は 、 次 の 業 務 を 行 う も の と す る 。

一 第 二 条 各 号 に 掲 げ る 業 務

二 西 部 防 災 館 の 施 設 等 の 維 持 管 理 （ 知 事 が 指 定 す る 補 修 等 を 除 く 。 ） に 関 す る 業 務

三 第 七 条 に 規 定 す る 利 用 の 許 可 に 関 す る 業 務

四 第 十 条 第 一 項 の 使 用 料 の 徴 収 に 関 す る 業 務

五 そ の 他 西 部 防 災 館 の 管 理 に 関 し 知 事 が 必 要 と 認 め る 業 務

（ 休 館 日 ）

第 五 条 西 部 防 災 館 の 休 館 日 は 、 次 に 掲 げ る と お り と す る 。

一 月 曜 日 （ 月 曜 日 が 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す る 休 日 （ 以 下 「 休 日 」 と い う 。 ） に 当 た る と き は 、 そ の 日 後 に お

い て そ の 日 に 最 も 近 い 休 日 で な い 日 ）

二 毎 月 の 第 一 火 曜 日 （ そ の 日 が 休 日 に 当 た る 場 合 を 除 く 。 ）

三 一 月 一 日 か ら 同 月 四 日 ま で 及 び 十 二 月 二 十 八 日 か ら 同 月 三 十 一 日 ま で

2 指 定 管 理 者 は 、 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 あ ら か じ め 知 事 の 承 認 を 受 け て 、 臨 時 に 休 館 し 、 又 は 同 項 に 規 定 す る 休 館 日 に

開 館 す る こ と が で き る 。

（ 供 用 時 間 ）

第 六 条 西 部 防 災 館 の 供 用 時 間 は 、 午 前 九 時 か ら 午 後 五 時 ま で と す る 。 た だ し 、 屋 内 運 動 施 設 及 び シ ャ ワ ー 並 び に 屋 内 運 動 施 設 に お い て 利 用 す る 用 具 に つ い て

は 、 午 前 九 時 か ら 午 後 十 時 ま で と す る 。

2 指 定 管 理 者 は 、 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 あ ら か じ め 知 事 の 承 認 を 受 け て 、 同 項 に 規 定 す る 供 用 時 間 を 臨 時 に 変 更 す る こ

と が で き る 。

（ 利 用 の 許 可 ）

第 七 条 別 表 に 掲 げ る 施 設 又 は 用 具 を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め 、 指 定 管 理 者 の 許 可 （ 以 下 「 利 用 の 許 可 」 と い う 。 ） を 受 け な け れ ば な ら な い 。

（ 利 用 の 許 可 の 制 限 ）

第 八 条 指 定 管 理 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 利 用 の 許 可 を し な い も の と す る 。

一 公 の 秩 序 を 乱 し 、 又 は 善 良 な 風 俗 を 害 す る お そ れ が あ る と 認 め ら れ る と き 。
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区 分 単 位 使 用 料

本 館 多 目 的 室 一 午 前 又 は 午 後 二 、 七 二 ○ 円

二 集 団 的 に 又 は 常 習 的 に 暴 力 的 不 法 行 為 を 行 う お そ れ が あ る 組 織 の 利 益 に な る と 認 め ら れ る と き 。

三 災 害 が 発 生 し 、 又 は 発 生 す る お そ れ が あ る 場 合 に お い て 、 県 が 災 害 対 策 の た め 西 部 防 災 館 の 施 設 等 を 使 用 す る と き 。

四 そ の 他 西 部 防 災 館 の 管 理 上 支 障 が あ る と 認 め ら れ る と き 。

（ 利 用 の 許 可 の 取 消 し 等 ）

第 九 条 指 定 管 理 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 利 用 の 許 可 を 取 り 消 し 、 又 は 西 部 防 災 館 の 利 用 の 中 止 を 命 ず る こ と が で き る 。

一 前 条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 理 由 が 生 じ た と き 。

二 利 用 の 許 可 を 受 け た 者 （ 以 下 「 利 用 者 」 と い う 。 ） が 利 用 の 許 可 に 付 し た 条 件 に 違 反 し た と き 。

三 利 用 者 が 偽 り そ の 他 不 正 な 手 段 に よ り 利 用 の 許 可 を 受 け た 事 実 が 明 ら か と な っ た と き 。

四 利 用 者 が こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 の 規 定 に 違 反 し た と き 。

2 指 定 管 理 者 は 、 利 用 者 が 前 項 の 処 分 を 受 け 、 こ れ に よ っ て 損 失 を 受 け る こ と が あ っ て も 、 そ の 補 償 の 責 め を 負 わ な い 。

（ 使 用 料 等 ）

第 十 条 利 用 者 は 、 別 表 に 掲 げ る 額 の 使 用 料 を 納 め な け れ ば な ら な い 。

2 知 事 は 、 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 使 用 料 の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。

3 使 用 料 の 徴 収 の 時 期 及 び 方 法 そ の 他 使 用 料 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 損 害 の 賠 償 ）

第 十 一 条 西 部 防 災 館 を 利 用 す る 者 は 、 西 部 防 災 館 の 施 設 等 を 毀 損 し 、 又 は 亡 失 し た と き は 、 こ れ に よ っ て 生 じ た 損 害 を 賠 償 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 知

事 は 、 当 該 毀 損 又 は 亡 失 が や む を 得 な い 理 由 に よ る も の で あ る と 認 め る と き は 、 そ の 賠 償 責 任 の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 十 二 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 西 部 防 災 館 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 起 算 し て 一 年 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 六 条 第 一 項 た だ し 書 及 び 別 表 の 規 定 （ 別 館 に 係

る 部 分 に 限 る 。 ） は 、 公 布 の 日 か ら 起 算 し て 一 年 八 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

別 表 （ 第 七 条 、 第 十 条 関 係 ）
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多 目 的 室 二 午 前 又 は 午 後 一 、 三 六 ○ 円

研 修 室 午 前 又 は 午 後 二 、 ○ 四 ○ 円

調 理 室 午 前 又 は 午 後 二 、 五 八 ○ 円

別 館 屋 内 運 動 施 設 一 時 間 一 、 四 四 ○ 円

シ ャ ワ ー 一 人 一 回 一 ○ ○ 円

規 則 で 定 め る 用 具 規 則 で 定 め る 額

備 考
1 「 午 前 」 と は 午 前 九 時 か ら 午 後 一 時 ま で の 間 を 、 「 午 後 」 と は 午 後 一 時 か ら 午 後 五 時 ま で の 間 を い う 。

2 営 利 又 は 営 業 の た め の 宣 伝 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 目 的 で 利 用 す る 場 合 の こ の 表 に 定 め る 施 設 の 使 用 料 の 額 は 、 同 表 並 び に 第 四 項 及 び 第 五 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 同 表 の 区 分 に 応 じ た 使 用 料 の 額 又 は 第 四 項 若 し く は 第 五 項 の 規 定 に よ り 算 出 し た 使 用 料 の 額 に 五 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。

3 利 用 時 間 が こ の 表 に 定 め る 単 位 に 満 た な い 場 合 の 当 該 満 た な い 利 用 時 間 及 び 利 用 時 間 に 同 表 に 定 め る 単 位 に 満 た な い 端 数 が 生 じ た 場 合 の 当 該 端 数 の 利

用 時 間 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 に 定 め る 単 位 の 利 用 時 間 と し て 計 算 す る 。

4 午 前 か ら 午 後 ま で 引 き 続 き 利 用 す る 場 合 の 多 目 的 室 一 、 多 目 的 室 二 、 研 修 室 又 は 調 理 室 の 使 用 料 の 額 は 、 こ の 表 の 区 分 に 応 じ た そ れ ぞ れ の 使 用 料 の 額

を 加 え て 得 た 額 と す る 。

5 屋 内 運 動 施 設 の 床 面 積 の 二 分 の 一 を 利 用 す る 場 合 の 使 用 料 の 額 は 、 こ の 表 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 表 に 定 め る 使 用 料 の 額 に 百 分 の 五 十 を 乗 じ て 得 た 額

と す る 。

提 案 理 由

県 民 の 防 災 に 関 す る 意 識 の 啓 発 及 び 知 識 の 普 及 を 図 り 、 も っ て 本 県 の 災 害 時 の 円 滑 な 防 災 活 動 に 資 す る と と も に 、 近 隣 の 施 設 と 相 ま っ て 、 県 民 の 健 康 の 保 持

及 び 増 進 そ の 他 の 県 民 の 福 祉 の 向 上 に 寄 与 す る た め 、 徳 島 県 立 西 部 防 災 館 を 設 置 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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